第25回歴史地震研究会 総会議事録

日時：2008年9月14日（日）16:30～18:00

場所：産業技術総合研究所 共用講堂大会議室（茨城県つくば市）

1．総会成立の確認

・会員33名の出席により総会の成立を確認．

（全会員数199名〈2008/8/31時点〉の1/10以上の出席で成立）

2．議長選出（武村副会長）

・武村副会長が津村会員を推薦し，拍手により同氏を議長に選出．津村会員が議長席につき，以下の議案につき審議を行った．

3．2007年度活動報告

(1)　総括(北原会長)

特に歴史系学会との交流を重視し，「歴史学研究」に本研究会の紹介を北原会長が寄稿，掲載された．

社会貢献活動として1)川崎市宮前区主催の市民防災講座(講師派遣)，2)国土地理院主催地図と測量の科学館企画展「地図にみる関東大震災」(展示協力・図録作成)，3)東京大学付属図書館特別展示「かわら版・鯰絵にみる江戸・明治の災害情報-石本コレクションから-」(展示協力・解説文執筆)の3つの事業に研究会として協力した．

開催地自治体などの負担を避けることを考え，今年度は大会をつくば市の産総研で開催した．大会に関連して国土地理院主催で開かれる地図と測量の科学館企画展の展示協力に力を注いだ．

(2)
社会的活動の詳細(武村副会長)

金銭の負担をかけずに講師派遣などの形で積極的に社会的活動を行った．北原会長から紹介された上記の3事業について，幹事会メンバー自身ないし幹事会から会員に講師などを依頼する形で研究会として協力してきた．

(3)
各委員会の報告

総務委員会(小松原総務幹事)：5回の幹事会を開催するなど会が円滑に運営されるよう努めた．

行事委員会(堀川行事幹事)：行事幹事のほか井上会員(企画展示担当)・金田会員(大会運営担当)・北原会長・武村副会長・小松原総務幹事の計6名で行事委員会を組織し，大会運営，企画展展示協力および図録作成を行った．

編集委員会(松浦編集幹事)：歴史地震23号を4月に発行．一部の論説についてはジャンル変更を求めた．ページ数は例年とほぼ同程度．図にプロテクトをかけた上でバックナンバーをWeb上に公開．大会要旨集は経費節減のため簡素な製本とした．

広報委員会(植竹広報幹事)：小山会員の協力を得てHPの充実，関連他学会とのリンクページの充実に努めた．

4．2007年度決算および入退会者報告（宍倉財政幹事）

・別紙「歴史地震研究会2007-2008年度 決算報告」を参照．

・収入￥552,253　支出￥197,537

・前年度繰越金￥1,089,733　次年度繰越金￥1,444,449

・新規入会者は7名，退会者9名

・長期会費未納者7名，連絡先不明会員3名

・2008年8月31日における会員数は199名

5.　2007年度会計監査報告（永井・渡辺会計監査役）

・別紙「歴史地震研究会2007-2008年度 決算報告」の内容について，帳簿等を確認して了承．

・なお資産（繰越金）が多いが、公共機関への会誌無償配布による支出増が見込まれるため、今後収支は均衡していくと予想される(永井監査役)．

6　質疑

・長期会費未納者・連絡先不明会員は退会扱いとしても良いのではないか(山下会員)

・2年以上会費未納・連絡先不明の会員には督促状のみを送付し,会誌は送っていない．それでも対応されない人は退会者として扱っている(宍倉財政幹事)．

・会費振込状を会誌と一緒に送付されると混乱の原因となりやすい(山下会員)．

・注意喚起に工夫すべく振込み状の送付方法について再検討する(宍倉財政幹事)

・残高が多くても気にすることはないのではないか(山下会員)

7．2007年度決算承認

・別紙「歴史地震研究会2007-2008年度 決算報告」の内容を全会一致で承認．
8．規約改正(小松原総務幹事)

・会長・監査役の選出規定を明文化するため,これまで実際に行なわれてきた選出手続きに沿う形で選出規定を規約に加える改正案(以下)を提案した．

従来の規約(第3条)

第16条　会長は会員の中から総会で選出する。

	2.　副会長および幹事は会長が会員の中から委嘱する。

3.　監査役は会員の中から総会で選出する。

	付則

第1条　第10条による会費は、次の通りとする。　会員3000円

第2条　本会則は、2006年９月17日から施行する。




改正案(第3条)

第16条　会長は会員の中から総会で選出する。(改変なし)

2.
副会長および幹事は会長が会員の中から委嘱する。(改変なし)

3.
監査役は会員の中から総会で選出する。(改変なし)

4.
会長および監査役の選出手続きは付則に定める。(新規定)

付則　第1条　第10条による会費は、次の通りとする。　会員3000円(改変なし)

第2条　第16条による会長選出手続　会長候補者は3名以上の推薦者をもって立候補し、総会の1週間前までに幹事会に届け出る。(新規約)
第3条　第16条による監査役選出手続　監査役は3名以上の会員による推薦を受けた者の中から総会で選出される。推薦者ないし被推薦者は総会開催前に幹事会に届け出る。(新規約)
第4条　本会則は,2008年９月15日から施行する。

・役員選出規定は明文化されていることが望ましいので賛同する(今給黎会員)

・拍手により承認．

9.　役員選出

(1)
次期会長（武村副会長）

北原会長が引き続いて会長を勤められることを幹事会全員で推薦，拍手により承認．

(2)
次期監査役(武村副会長)

永井九一氏と渡邊健氏の監査役留任を全会一致で承認．

10.　会長あいさつ

・「会としてできることは努力していく．会員各位に協力と助言をお願いする．研究会が持続・発展することを目標として会長職を務める．」と所信表明

11.　役員指名(北原会長)

・会長が各幹事を指名．

副会長：武村雅之氏(留任)

総務幹事：中村亮一氏（新任；小松原琢前総務幹事より引継ぎ）

広報幹事：植竹富一氏（留任）

編集出版幹事：松浦律子氏（留任）

財政幹事：諸井孝文氏（新任；宍倉正展前財政幹事より引継ぎ）

行事幹事：小松原琢氏(新任；堀川晴央前行事幹事より引継ぎ)

12.
新年度役員就任挨拶

・各役員から各々の業務に関する抱負の表明．

編集幹事から以下の方針説明があった．

会誌の別刷は，80代以上の会員に対してのみ印刷物を提供．それ以外は原則としてpdfファイルから各自が印刷するよう依頼．

13.
次年度大会の計画(小松原行事幹事)

・2009年９月12日～14日に滋賀県大津市にて開催を計画．

・植村会員・西山会員に行事委員就任を依頼し承諾いただいた．

・現段階では12日と13日午前に研究発表会，13日午後に市民向け講演会，14日は大津市内の見学を計画．

14．2008年度予算と同年度事業計画

(1)
2008年度予算案（宍倉財政幹事）

・別紙「歴史地震研究会2008-2009年度 予算案」を参照．

収入：会費￥570,000（190名×￥3,000）

支出：￥532,750

・補足説明：従来地震研の経費で作成・送付していた公共機関向けの会誌無償配布経費を今後は研究会の経費として計上するため，この分の支出が増加．

・大会準備費は100,000円で足りるのか？（中村操会員）

・関東からは1度の出張で対応可能，細部は京都在住の行事委員が対応するので大丈夫と考えている(小松原行事幹事）

15.
2008年度予算承認

・別紙「歴史地震研究会2008-2009年度 予算案」の内容について，全会一致で承認．

16．自由討論

(1)国土地理院企画展に関連して

・今回の関東大震災の企画展示は良い内容であり，いろいろな人に見てもらうために東京や横浜などでも同様の展示ができないか(山下会員)

・地すべり学会で震災応急測図など企画展に関連するものの紹介と図録の販売を行っているほか，山梨・静岡・神奈川サミットその他の場面でも企画展の紹介と図録の販売に協力している(井上会員)

・展示パネルの保存をお願いできないか(津村会員)

・神奈川で開催してもらえないか(渡辺健会員)

・国土地理院の広報予算の使い道に対して制約が強くなってきている．国土地理院ないし日本地図センターが名前を冠した上で自治体などが主催する展示活動に貸し出す形での協力は可能と思う．パネルは日本地図センターが保管するが,所有権は国土地理院にあるので，両者にパネル保管を要請することは大切であろう(今給黎会員)

・無理のない範囲で，国土地理院と日本地図センターに展示物の保管と他機関での公開への後援を交渉すると同時に，展示に意欲をもつ機関を探す，という方向で会として対応してはどうか(津村会員・武村副会長)

(2)著作物の権利に関連して

・論文の著作権は歴史地震研究会ではなく著者本人にあるのではないか？(山下会員)

・「歴史地震」の著作権は出版者つまり研究会に移譲してもらっていると理解して欲しい．ただし自著論文を転用するにあたっては単に研究会に連絡するだけで良く，著者に不利益をもたらすことはない．他学会でも同様の扱い(松浦編集幹事)

(3)公共機関への会誌無償配布に関連して

・公共機関などへの会誌無償配布にあたって,印刷製本費だけでなく送付などに必要な経費も予算に盛り込まれているか(都司会員)

・発送に関わる経費など一切を含めて予算を組んでいる(宍倉財政幹事)

17.　閉会(武村副会長)

